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　浅羽記念公園は、袋井市出身の近藤健次氏からの
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●
2
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算 

平
成
28
年
度
の
予
算
額
は
、
３
２
７
億
８
０
０

０
万
円
で
、
27
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と

１
．９
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

主
な
新
規
事
業

●
〝
子
育
て
応
援
〞
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

 
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
６
億
８
８
０
５
万
円

　

預
か
り
保
育
の
全
園
実
施
、
保
育
の
受
け
入

れ
児
童
数
の
拡
充
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充

実
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
新
規
実
施

●
袋
井
幸
浦
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
５
億
３
４
９
０
万
円

　

浅
羽
海
岸
全
域
（
５
．35
㎞
）
に
標
高
12
ｍ

の
防
潮
堤
を
建
設
し
、
防
潮
堤
整
備
に
合
わ

せ
、
浅
羽
海
岸
の
自
然
環
境
を
活
か
し
て
交
流

の
場
・
憩
い
の
場
を
提
供

●
〝
育
ち
の
森
〞
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業         

　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
１
億
３
３
５
９
万
円

　

子
ど
も
早
期
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ぐ
く

み
」
に
お
け
る
並
行
一
日
教
室
及
び
重
症
心
身

障
害
児
教
室
の
新
設
、
子
ど
も
支
援
室
「
ぬ
っ

く
」
に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｍ
（
ひ
ら
が
な
読
み
習
得

の
た
め
の
指
導
方
法
）
の
推
進
、
自
閉
症
診
断

観
察
検
査
の
導
入

●
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画 

 
…
…
９
８
５
１
万
円

　

電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
を

導
入
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
、
校
務
支
援
ソ

フ
ト
の
機
能
拡
充
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
全
小

学
校
に
配
備
等

●
袋
井
宿
開
設
四
〇
〇
年
記
念
事
業

        

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
７
４
０
万
円

　

袋
井
宿
開
設
四
〇
〇
年
記
念
祭
の
開
催
、
メ
モ

リ
ア
ル
施
設
の
整
備
、
袋
井
宿
場
公
園
の
改
修
等

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

        

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
３
２
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
、
ふ
く
ろ
い
東
京
交
流

会
の
開
催
、
市
民
ブ
ロ
ガ
ー
の
育
成
・
支
援
等

◎
議
決
し
た
主
な
議
案　
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
9
頁
に
掲
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
に
対
す
る
議
員
の
賛
否
に
つ
い
て
は
最
終
頁
に
掲
載
（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）

　

市
議
会
は
、
２
月
定
例
会
を
２
月
23
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
平

成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
袋
井
市
日
本
一
健
康
文
化
都
市
条
例
の
制
定
な
ど
、
52
議

案
と
１
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
袋
井
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び
２

件
の
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

２ 月 定 例 会

袋
井
市
日
本
一
健
康

文
化
都
市
条
例
を
制
定

「袋井幸浦の丘」記念植樹式
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平
成
28
年
度
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
７
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１
７
８
億
５
４
７
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
０
．１
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
企
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
23
億
９
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

０
．８
％
の
増
額
、
病
院
事
業
会
計
は
14
億
５
２
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
25
．４
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
主
な
も
の
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
の
内
容
に
よ
り
、
第
６
号
補
正
で
は
２
０
０
万

円
の
減
額
、
第
７
号
補
正
で
は
８
３
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
補
正
後
の
予
算
総
額
は
３
３
５
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
6
号
補
正
〉

●
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
（
繰
越
）

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
８
１
７
万
円

●
緊
急
地
震
・
津
波
対
策
事
業
基
金
積
立
金
（
ふ
る
さ
と
防
災
寄
付
金
）

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
４
５
０
万
円

●
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
新
設
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
▲
７
３
８
４
万
円

〈
第
７
号
補
正
〉

●
地
方
創
生
加
速
化
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
０
０
０
万
円

●
福
祉
総
合
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
 …
…
…
…
…
…
３
０
０
万
円

　

条 

例
（
主
な
も
の
）

●
袋
井
市
日
本
一
健
康
文
化
都
市
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

市
民
等
と
行
政
が
連
携
・
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
日
本
一

健
康
文
化
都
市
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
条
例
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の

条
例
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
し
ま
し
た
。

　

人　

事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
3
人
の
委
員
を
新
た
に

選
任
す
る
た
め
、
市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

前
田　

義
博　

（
浅　

羽
）　

再
任

　

谷
川　

智
惠
子
（
初　

越
）　

再
任

　

名
倉　

哲
良　

（
下
新
池
）　

新
任

　

そ
の
他

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
袋
井
市
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤
整
備
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。
防
潮
堤
整
備
に
は
、
大
量
の
盛
土
材
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
豊
沢
工
業
団
地
整
備
事
業
の
開
発
発
生
土
を
利
用
し

て
平
成
27
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

議
員
発
議

●
袋
井
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

政
務
活
動
費
の
透
明
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
平
成
26
年
度
以
降
の
政

務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
と
そ
の
添
付
書
類
（
領
収
書
等
）
に
つ
い
て
、
情

報
公
開
請
求
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
公
開
請
求
で
き
る
よ
う

に
改
め
る
も
の
で
す
。

相
手
先

契
約
金
額
（
税
込
）

第
1
工
区

㈱
永
井
組

2
億
3
1
8
2
万
2
0
0
0
円

第
2
工
区

丸
明
建
設
㈱

2
億
6
4
6
0
万
円

第
3
工
区

㈱
マ
ル
ブ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト

2
億
6
7
8
4
万
円

第
4
工
区

㈱
鈴
木
工
務
店

3
億

2
4
万
円
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市政に対する　一 般 質 問

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

進
め
方
は

有
識
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
効
果
的

な
手
法
の
一
つ
と
し
て
「
袋
井
ま
つ
り
・

屋
台
の
活
用
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
内
に
あ
る
１
３
６
台
の
屋
台

は
、
市
を
代
表
す
る
財
産
で
あ
り
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
前
の
新
観
光
案
内
所
が

３
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
も
有
効
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
ベ
ン
ト
・
観
光
情
報
の
発
信

や
、特
産
品
展
示
、土
産
物
販
売
な
ど
、

市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
を

法
改
正
に
よ
り
６
年
生
ま
で
の
児
童

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
入

所
希
望
も
多
く
、
計
画
を
前
倒
し
す
べ
き

で
は
。

浅
羽
南
小
、
笠
原
小
、
高
南
小
、

袋
井
南
小
、
袋
井
北
小
は
平
成
28
年
度

に
新
築
ま
た
は
増
築
し
、
定
員
計
画
を

前
倒
し
す
る
。
袋
井
西
小
、
袋
井
東
小

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に
整

備
で
き
る
よ
う
調
整
し
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

火
災
時
の
初
期
消
火
の
改
善
点
は

消
火
栓
と
防
火
水
槽
の
位
置
図
の
正

確
性
を
再
確
認
し
、
地
域
に
周
知
さ
せ
る

必
要
は
な
い
か
。

平
成
28
年
度
か
ら
市
内
の
消
火

栓
、
防
火
水
槽
の
位
置
を
市
の
統
合

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
お
い
て
公
表
し
、
誰
も

が
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
確
認

で
き
る
よ
う
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
福
祉
の
態
勢
整
備
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
当
初
設

置
よ
り
10
年
を
経
過
す
る
た
め
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
設
置
場
所
を

見
直
す
必
要
は
な
い
か
。

袋
井
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
指
摘
の
と
お
り
担
当
地
域
の

エ
リ
ア
外
に
あ
り
、
エ
リ
ア
内
へ
の
移

転
に
向
け
て
運
営
主
体
の
袋
井
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
議
中
で
あ
る
。

袋
井
市
創
業
支
援
事
業
の
運
用
は

市
の
経
済
活
性
化
の
た
め
、
市
内
外

か
ら
情
報
の
活
用
な
ど
積
極
的
に
創
業
希

望
者
や
創
業
者
を
掘
り
起
こ
す
施
策
は
あ

る
か
。

平
成
28
年
度
は
年
２
回
の
創
業

希
望
者
掘
り
起
こ
し
セ
ミ
ナ
ー
を
計

画
中
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ふ
く
ろ

い
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
支

援
、
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
西
部

地
区
サ
テ
ラ
イ
ト
の
相
談
窓
口
な
ど

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

東海道どまん中四〇〇年祭(2001年)で市役所に集合した屋台

消火栓の標識
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鈴
木 

弘
睦 

議
員

新
た
な
10  
年
に
向
け
行
革
が
必
要

新
し
く
門
出
を
祝
す
市
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
「
婚
姻
届
」、「
二
人
の
記
念
用
婚
姻
届
」

の
作
成
を
。

幸
せ
な
結
婚
に
華
を
添
え
、　

市
の
魅
力
を
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
」

と
同
様
、
市
独
自
に
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
ふ
た
り
の
記
念
用
婚
姻
届
」
の
実
施

に
向
け
検
討
し
た
い
。

地
域
振
興
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
へ
の
関

心
、
愛
着
へ
つ
な
が
る
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

の
導
入
が
で
き
な
い
か
。

地
域
の
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
資
源
の
魅
力
を
表
現
し
た
ご

当
地
ナ
ン
バ
ー
は
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
や
誇
り
を
か
き
立
て

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
市
の
個
性
と
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
動
く
広
告
塔
で

あ
る
。
誰
も
が
愛
着
を
持
ち
、
市
の

情
報
発
信
に
つ
な
が
る
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
作
成
・
導
入
に
向
け
検
討

し
た
い
。

図
書
館
利
用
の
促
進
を

読
書
に
楽
し
く
取
り
組
め
、
意
欲
を

高
め
る
読
書
通
帳
の
導
入
は
ど
う
か
。

児
童
生
徒
は
「
読
書
ノ
ー
ト
」

「
読
書
カ
ー
ド
」
を
独
自
に
作
成
し
、

本
の
題
名
や
著
者
名
、
感
想
な
ど
を

記
録
し
て
、
読
書
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
読
書
活

動
を
記
録
に
残
す
カ
ー
ド
の
利
用
を

呼
び
か
け
、
読
書
活
動
の
推
進
を
図

り
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

袋
井
版
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
対
し
、
ふ
る
さ

と
住
民
票
等
の
制
度
導
入
を
検
討
し
て
は
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観

点
か
ら
色
々
な
方
法
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
た
め
、
制
度
導
入
に
つ
い
て

も
費
用
対
効
果
を
考
え
検
討
し
て
い

き
た
い
。

国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
市
民
の

英
語
力
向
上
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事

業
展
開
を
考
え
て
い
る
の
か
。

国
際
化
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
、
平
成
28
年
度
か
ら
一
般
財
団
法

人
自
治
体
国
際
化
協
会
の
ジ
ェ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
国
際
交
流
員
と
し

て
２
人
の
外
国
人
職
員
の
派
遣
を
要

望
し
て
い
る
。
職
員
と
し
て
市
民
と

の
交
流
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の

対
応
と
し
て
情
報
発
信
な
ど
、
国
際

化
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
担
っ

て
も
ら
い
た
い
。

改
正
公
職
選
挙
法
へ
の
対
応

子
ど
も
連
れ
で
の
投
票
所
入
場
が
可

能
に
な
る
見
通
し
だ
が
、
環
境
整
備
や
広

報
活
動
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

子
ど
も
た
ち
が
投
票
の
様
子
を

見
る
こ
と
は
、
主
権
者
教
育
の
機
会

と
し
て
有
効
で
あ
る
た
め
、
広
く
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
広
報
ふ
く

ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
、
選
挙
時
以
外
で
の
周
知
に
も
努

め
た
い
。

国際交流員による小学校の授業(和歌山県広川町)

袋井図書館の児童書コーナー
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市政に対する　一 般 質 問

浅
羽
海
岸
の
保
全
と
活
用
策
は

合
併
時
の
海
浜
公
園
等
整
備
事
業
は

先
送
り
さ
れ
て
き
た
。
静
岡
モ
デ
ル
防
潮
堤

整
備
事
業
利
活
用
基
本
計
画
が
ま
と
め
ら

れ
た
今
、
こ
れ
を
代
替
と
し
た
ら
ど
う
か
。

議
員
ご
質
問
の
と
お
り
、
新
市

建
設
計
画
の
海
浜
公
園
等
整
備
事
業

に
な
り
得
る
と
考
え
、
地
元
の
皆
様

と
も
話
し
合
い
を
進
め
た
い
。

サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
事
業
の
効
果
予
測

が
明
確
で
な
い
ま
ま
、
海
岸
侵
食
は
進
ん

で
い
る
。
市
は
こ
の
状
況
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。サ

ン
ド
バ
イ
パ
ス
の
本
格
運
用

に
よ
り
、
海
岸
侵
食
の
有
効
な
対
策

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３
月
９
日
に
は
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
シ

ス
テ
ム
検
証
委
員
会
で
、
シ
ス
テ
ム

の
最
適
な
運
用
方
法
を
定
め
る
と
聞

い
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
福
田
漁
港
建
設
促
進
協
議

会
で
協
議
さ
れ
た
「
福
田
漁
港
ゾ
ー
ニ
ン

グ
計
画
」
の
推
進
に
あ
た
り
、
磐
田
市
と

の
連
携
、迂
回
路
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

昨
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
「
磐

田
市
海
辺
の
交
流
館
運
営
協
議
会
」

へ
の
参
画
、
８
月
の
連
携
協
定
締
結

な
ど
、
賑
わ
い
の
創
出
に
向
け
連
携

し
て
い
る
。
福
田
漁
港
へ
の
迂
回
路

は
、
磐
田
市
か
ら
示
さ
れ
た
計
画
の

具
体
化
に
向
け
、
必
要
な
調
査
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

廣
岡 

英
一 

議
員

介
護
保
険
制
度
改
正
へ
の

市
の
対
応
は

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支

援
・
住
ま
い
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ

目
な
く
一
体
的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

各
分
野
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を

進
め
て
い
る
。

制
度
改
正
に
よ
り
、予
防
訪
問
介
護
・

予
防
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、
平
成
29
年

度
か
ら
市
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
へ
移
行
す
る
。
新
た
な
担
い
手

の
育
成
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
合
事
業
へ
の
移
行
に
向
け
新

た
な
担
い
手
の
育
成
は
徐
々
に
進
む

も
の
と
考
え
る
。
事
業
の
推
進
に
は

多
く
の
担
い
手
が
必
要
で
あ
り
引
き

続
き
育
成
に
努
め
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

新
た
な
担
い
手
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
準
備
し
て
、
万
全
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
し
て
い
る
が
、
新
た
に
立
ち
上
げ

る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
内
各
地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
居
場
所
や
介
護
予
防
体
操
の
よ
う

な
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

掘
り
起
こ
し
に
努
め
て
い
き
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

ヘッドランド（防波堤）から臨む「渚の交流館」

地域支え合い活動推進セミナー（3月23日）
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伊
藤 

謙
一 

議
員

生
活
困
窮
者
の
支
援
に

　
　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
用
を

食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
潜
在
的
な
方

た
ち
へ
の
支
援
方
法
は
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
仕

組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
、
福
祉
関
係
者
の
協

力
を
求
め
た
り
、
滞
納
整
理
の
際
に

情
報
提
供
し
た
り
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
に
対
し
て
は
、
学
校
と
と
も

に
生
活
の
状
況
を
確
認
し
て
し
っ
か

り
支
援
し
た
い
。

ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は

環
境
省
は
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
は
飼

い
主
と
一
緒
に
避
難
さ
せ
る
事
を
原
則
と

し
て
、
自
治
体
に
そ
の
態
勢
整
備
を
促
し

て
い
る
が
。

平
成
28
年
度
か
ら
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
飼
い
主
を

対
象
と
し
た
災
害
時
の
飼
育
管
理
講

習
会
の
開
催
や
、
実
践
的
な
訓
練
な

ど
も
検
討
し
た
い
。

養
液
栽
培
に
よ
る

温
室
メ
ロ
ン
の
展
望
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
よ
る
養
液

栽
培
は
、
時
代
の
成
長
産
業
と
し
て
期
待

が
持
て
る
の
で
は
。

生
産
農
家
の
維
持
や
新
規
就
農

者
の
参
入
、
規
模
拡
大
な
ど
に
寄
与

す
る
可
能
性
は
高
い
。
栽
培
履
歴
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
に
よ
り
一
層

鮮
明
に
な
り
、
国
際
的
な
販
売
で
も

有
利
と
考
え
ら
れ
メ
ロ
ン
産
地
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。

寺
井
紗
知
子 

議
員

積
極
的
な

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を

市
は
平
成
28
年
度
予
算
で
本
来
の
広

報
費
用
以
外
に
約
８
０
０
０
万
円
の
予
算

を
計
上
し
、
更
な
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
施
策
で
本
市
の
情
報
を
市
内
外
に

発
信
す
る
予
定
だ
が
、
そ
の
目
的
は
。

今
後
、
積
極
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を
用
い
て
市
民
に

は
本
市
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
袋
井
市
の
認
知
度
や
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
さ
せ
、
定
住
人
口
、
交
流

人
口
の
増
加
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
、
地
域

情
報
サ
イ
ト
「
は
ま
ぞ
う
」
な
ど
の

広
報
媒
体
を
駆
使
し
、
民
間
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
あ
る
い
は
観

光
、
グ
ル
メ
な
ど
の
多
様
な
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
、
市
の
認
知
度
獲

得
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ふ
く
ろ
い
未
来
大
使
と
し
て
、
各
界

で
活
躍
す
る
本
市
と
関
連
性
の
深
い
著
名

人
12
人
が
決
定
し
た
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
形
で
彼
ら
を
市
民
に
紹
介
し
、
ど
の
よ

う
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性

を
持
っ
て
い
た
だ
く
か
。

未
来
大
使
の
皆
様
に
は
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
、
市
の
行

事
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
直

近
で
は
、
東
海
道
袋
井
宿
開
設

四
〇
〇
年
記
念
祭
に
出
演
し
て
い
た

だ
く
よ
う
調
整
を
し
て
い
る
。

「はまぞう」の袋井市ポータルサイト

育苗用の培地「ロックウール」
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市政に対する　一 般 質 問

求
め
ら
れ
る
ト
イ
レ
環
境
の
整
備

市
役
所
本
館
１
階
の
ト
イ
レ
は
洋
式

が
１
基
し
か
な
く
不
便
で
あ
る
。
経
年
劣

化
も
進
み
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
時
期
で
は
な

い
か
。

現
状
、
女
性
用
、
男
性
用
と
も

洋
式
１
基
、
和
式
が
２
基
設
置
さ
れ

て
い
る
。
既
に
30
年
経
過
し
、
設
備

更
新
の
必
要
も
あ
る
た
め
、
市
民
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
洋
式
ト
イ
レ
に

変
更
し
て
い
き
た
い
。

震
災
時
の
簡
易
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
物

に
つ
い
て
、
そ
の
処
理
の
ル
ー
ル
化
及
び

市
の
指
導
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
が
本
来
の
可
燃
ご
み
と
は
区

別
し
て
収
集
し
、
焼
却
処
分
す
る
。
収

集
場
所
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
で
覆
い
、

衛
生
面
に
配
慮
し
て
管
理
す
る
。
平
成

28
年
度
に
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を

策
定
し
、
汚
物
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

課
題
や
市
の
考
え
方
を
整
理
し
、
必
要

な
対
策
を
定
め
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　

積
極
的
な
推
進
を

焼
津
市
で
は
約
34
億
円
の
ふ
る
さ
と

納
税
が
寄
せ
ら
れ
た
。
税
外
収
入
を
稼
ぐ
手

段
と
し
て
、
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
は
。

平
成
27
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
は
約
２
６
０
０
万
円
。
新
年
度
か

ら
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
、
専
用
サ
イ

ト
か
ら
の
申
し
込
み
と
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
制
度
の
導
入
に
よ
り
寄
付
額
の

増
加
を
図
り
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

補
助
事
業
の
見
直
し
は

補
助
費
等
に
か
か
る
経
常
収
支
比
率

が
類
似
団
体
に
比
べ
て
高
い
。
平
成
28
年

度
目
標
は
２
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
算
出

根
拠
は
。前

回
、
平
成
25
年
度
の
見
直
し

時
の
効
果
額
を
最
低
限
の
目
標
に
定

め
た
が
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
さ

ら
な
る
削
減
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

静
岡
理
工
科
大
学
と
の

連
携
強
化
は

大
学
の
地
域
貢
献
や
産
学
官
の
連
携

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組

み
策
は
。「

お
理
工
塾
」や「
地
域
学
講
座
」

等
を
事
業
化
し
て
い
る
。
今
後
、
ラ

ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
等
を
見
据

え
た
、
市
民
の
英
語
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
等
、
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
推
進
を

高
齢
者
と
若
者
な
ど
多
世
代
が
同
じ

タ
ウ
ン
に
共
存
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（
C
C
R
C
）
が
、
地
方
創
生
の
切
り
札
と

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
を
提
言
す
る
。

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
国
等
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

ふるさと納税の返礼品の一例

産学官連携が期待される静岡理工科大学
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以上、衆参両議院議長、内閣総理大臣ほか担当大臣あてに提出しました。

近年、我が国においては、東日本大震
災や土砂、豪雨災害など大規模災害の発
生が相次いでおり、その中で、全国から
駆け付けた災害ボランティアが家屋の清
掃や瓦れきの処理などの支援活動に発災
直後から大きな役割を果たしてきた。
一方、内閣府の調査によれば、災害ボ

ランティアへの参加に当たって交通費や
宿泊費等の資金的な余裕がないことが、
支援活動の開始に際しての大きな障害で
あるとされている。
これまで民間企業が独自の割引制度を

実施したり、地方自治体がボランティア
バスの運行を支援したりする事例はある
ものの、まずは、災害ボランティアの交
通費や宿泊費など旅費負担の軽減に向け、
社会的に経費の援助を図る必要がある。
よって国においては、地震や豪雨など

による大規模災害発生時に被災地に赴く
災害ボランティアに対して、交通費や宿
泊費、ボランティア保険を割り引く制度
を速やかに創設するよう強く要望する。

意  見  書（要  旨）

災害ボランティア活動への
割引制度を求める意見書

障害者に対する交通運賃割引は、身体
障害者については旧国鉄時代の昭和25
年から、身体内部障害者は平成2年から、
知的障害者は平成 3年から実施されて
きており、運賃割引を実施している交通
機関等事業種は多岐にわたっている。
しかし、精神障害者については、平成

10、11年当時、大規模な署名運動を
実施したが割引は実現せず、精神障害者
を除外するという差別の体制は基本的に
変わっていない。
一方、平成 26年 2月に政府が批准

した国際法・障害者権利条約では、第4
条で「障害者に対する差別となる既存の
法律、規則、慣習及び慣行を修正し、又
は廃止するための全ての適当な措置をと
ること」と謳っており、交通機関事業者
が運賃の障害者割引制度から精神障害者
だけを排除することは正当化することが
できない。
したがって、身体障害者及び知的障害

者と同様に精神障害者にも交通運賃割引
が速やかに実現できるよう、万全の施策
を講じるべきであると考える。

精神障害者の交通運賃割引
に関する意見書

意見書とは?
　地方公共団体の公益に関
する重要なものについて、
議会が意思を表明するため、
地方自治法第99条の規定に
より国会や国、県などに提
出する文書です。

平成26年6月　労働者保護ルールの見直しに関する意見書
平成26年6月　「手話言語法」制定を求める意見書
平成26年9月　地震財特法の延長に関する意見書
平成26年9月　「農協・農業委員会等に関する改革」に関す
　　　　　　　　る意見書
平成27年6月　看護職員の勤務環境の改善を求める意見書

これまでに袋井市議会が国等へ提出した意見書事例
(平成26～27年度)
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常 任 委 員 会 レ ポ ー ト 平成 27年度一般会計・特別会計の補正予算、平成 28年度一般会計・特別会
計・企業会計の各予算や条例制定・改正などの議案を、各常任委員会で審査
しました。

民生文教委員会 総 務 委 員 会
●平成28年度一般会計予算
　～情報管理費～

　「フィックスマイストリート」は道路
の補修・管理状況などについて、情報器

機を用いて市民と行政間で情報連絡を行うとの
ことである。市民からの情報に対し市職員はど
のように対応するのか。

　市民の皆さんが日常生活の中で、道路
の陥没やゴミの不法投棄などに気づいた

時にタイムリーに行政に対し、情報を提供する
システムとなっている。最大の利点は、24時
間、休日等に関係なく行政に情報提供できるこ
とである。また、情報を受けた担当課は、その
情報に対する対応結果を情報提供者に回答する
ことを予定している。

●平成28年度一般会計予算
　～防災費～

　災害時情報収集器機として、ドローン
を購入予定だが、何機購入するのか。ま

た、具体的な活用方法はどのようになっている
のか。

　ドローンは１台を購入する予定であ
る。また、活用方法は、災害発生時にお

ける上空からの被害状況の把握、平時には、命山
や防潮堤の進捗状況などの空撮、イベント時の活
用、さらには、ドローンの利活用について研究を
進めている静岡理工科大学や防災協定を締結して
いる県測量協会、アマチュア無線協会などと連携
し、より効果的な活用方法を検討していく。

Q

A

Q

A

●平成28年度一般会計予算
　～地域医療推進費～

　新たに開院するふくろいマタニティク
リニックと新たな医師の確保により産科

を再開する笠原産婦人科に対する補助金を計上
しており、分娩の取り扱う医療機関が中東遠総
合医療センターを合わせると３カ所になる。今
後のニーズに十分応えられるか。

　１年間の出産数は約1,000人であり、
市内における産婦人科の開院や再開によ

り、市内での分娩を希望する方への需要にも応
えていくとともに、多胎分娩などについては中
東遠総合医療センターで分娩するなど、医療の
すみ分けもしっかりできてくると考える。

●国民健康保険税条例の一部改正について

　条例の一部改正に伴い、仮算定方式を
廃止することで第１期の納期が７月に変

更されるが、財源に支障は生じないか。また、
７月の納期までどう対応していくのか。

　今回の改正による７月までの資金繰り
については、前年度繰越金や一般会計繰

入金、保険給付等支払準備基金の取り崩し等で
対応していきたい。なお、平成27年７月末現
在における収支状況により、財源は賄えると判
断し今回の改正に踏み切ったものである。

Q

A

Q

A

ドローンふくろいマタニティクリニック(左)、笠原産婦人科(右)
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常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

●平成27年度墓地事業会計補正予算
（第１号）

　子どもが独身、あるいは配偶者がいな
いなど、将来に不安を感じる人から納骨

堂の需要が見込まれる。計画では、納骨堂の整
備は終盤であったが、整備の順序の変更を検討
しているか。

　袋井市営墓地公園整備基本設計におい
て、みつかわ夢の丘墓園の納骨堂の建設

については計画箇所が盛土のため地盤の安定など
を勘案し、平成30年度に実施する予定である。

●平成28年度一般会計予算
　～じん芥処理費～

　革製品・その他プラスチック・スポン
ジ等は、これまでは月２回の資源・埋立

ごみの日に回収していた。平成28年４月から
週２回の燃やせるごみとして回収するように変
更したのはなぜか。

　革製品・その他プラスチック等のごみも、
燃やせるごみと同様に回収後は中遠クリー

ンセンターにて焼却処分をしている。革製品・
その他プラスチック等のごみについては、これ
まで月２回の資源ごみの回収日まで各家庭に
て保管していた。
今回の変更は、革製品・その他プラスチッ

ク等のごみを、月２回の資源ごみの回収に加え
て、週２回の燃やせるごみと一緒に回収するこ
とにより、市民の利便性を向上させるためであ
る。

◆主な内容は次のとおりです。なお、特別委員会
の設置目的を達成するため、２回にわたり委員間
でＰＦＩ導入の可否に向けて検証を行いました。
◇２月８日(第９回)
　〈協議事項〉
ＰＦＩ導入の可否に向けての検証について（委
員のみ）

◇３月４日(第10回)
　〈報告事項〉
ア　実施方針及び要求水準書（案）に関する質問・
意見に対する回答について
イ　周辺道路整備計画（案）について
　〈協議事項〉
ア　施設規模及び概算事業費の考え方について
イ　施設利用料金の設定について
ウ　「第３次袋井市スポーツ推進計画」施策体系
図における取り組みについて

エ　袋井市スポーツ協会の現状と想定される課題
について

　〈委員間討議〉
　ＰＦＩ導入の可否に向けての検証について

建設経済委員会

Q

A

Q

A

総合体育館整備事業特別委員会

◆袋井駅周辺のまちづくりについて、各事業の報告
を受けました。主な内容は次のとおりです。
◇12月22日(第７回) 
〈報告事項〉
ア　新幹線南側の土地利用について
イ　袋井駅南地区の治水対策について
ウ　袋井駅南地区まちづくり事業にかかる調査に
ついて

◇１月８日(第８回)　
〈報告事項〉
　袋井駅周辺におけるコンパクトシティの概念に
ついて
〈委員間討議〉
　袋井駅南地区まちづくり事業にかかる調査について
◇２月８日(第９回)
〈報告事項〉
　歩いて楽しいまちづくりの基本方針(案)について
◇３月14日(第10回) 
〈委員間討議〉　
ア　袋井駅南地区まちづくり事業にかかる調査報
告書ついて
イ　政策提言に向けた課題の整理について
◇３月30日(第11回) 
〈委員間討議〉　
　政策提言書の内容について

袋井の顔づくり特別委員会

みつかわ夢の丘墓園
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　２月定例会では、新年度の施政方針が示され、そのキーワー
ドは「子育て」「定住」「市民力」です。少子高齢化と人口減
少の厳しい環境の中、着実な市政運営が求められます。誰も
が幸せを実感できるまちを目指し、これまでと同様、議会一
丸となって取り組んでまいります。

編集後記
〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148

ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成28年5月1日
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植物油インキを
使用しています再生紙を使用しています

議案に対する議員の賛否
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平成28年度袋井市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度袋井市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度袋井市水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

袋井市日本一健康文化都市条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

袋井市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成  ×：反対  △：棄権  ー：欠席または除斥
<議長（髙木清隆）は、採決に参加しません。> 

討論（主なもの）　平成 28年度袋井市一般会計予算に対して
　　　　　　高橋美博議員（無会派）
　ふくろい東京交流会は、平成 27年度で５回を数えるが、それに見合う成果があったのか疑問であるとともに、
公費での飲食を伴う催しは中止するべきである。また、地方創生推進の 3Days Worker’s Offi  ce 構想推進は実
現性に乏しく、全額委託料という丸投げであり地域経済の活性化にはつながらない。さらに、工業立地奨励金は、
一部企業に多額の補助金を交付するのではなく、地元産業の育成・創業支援にこそ力を入れるべきである。以
上のことから反対する。

　　　　　　鈴木弘睦議員（自民改革クラブ）
　ふくろい東京交流会により市と首都圏をつなぐ人的ネットワークが構築され、人材育成や産業振興など様々
な事業へとつながりを見せており、事業継続には意義がある。また、3Days Worker’s Offi  ce 構想は、シルバ
ー人材センターやハローワークを補完する仕組みを構築するもので、健康長寿と安定した生活を支えるまちづ
くりを実現させる一億総活躍社会のモデル事業である。加えて、企業への補助金は、企業が立地先を検討する
上で有効なインセンティブとして機能していることが明らかであり、自治体間競争を勝ち抜くためには必要で
ある。以上のことから賛成する。

賛 成

反 対

5月臨時会・6月定例会のお知らせ
【場 所】市役所５階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】＜５月臨時会＞
　　５月13日（金）常任委員選任等
　　＜６月定例会＞
　　６月 ６日（月）開会、議案の説明
 14日（火）市政に対する一般質問
 15日（水）市政に対する一般質問
 16日（木）市政に対する一般質問
 20日（月）議案の審査（常任委員会）
 21日（火）議案の審査（常任委員会）
 30日（木）委員長報告～採決、閉会

あなたも本会議・委員会を
傍聴してみませんか。

　傍聴には、市役所５階の議会事務局で受付が
必要となります。なお、本会議・委員会は進行
により予定を変更する場合もありますので、あ
らかじめ議会事務局へお問い合わせください。
　また、足の不自由な方や妊婦の方などは、段
差解消機を利用し議場
の傍聴席へ入れます。
利用を御希望の方は
議会事務局へ声をお
かけください。




